
 

 

〒020-0871  

岩手県盛岡市中ノ橋通一丁目２番16号  

岩手銀行中ノ橋支店３階 

TEL 019-622-1212  FAX 019-654-8059 

平成28年11月29日 

一般財団法人岩手経済研究所 

 

復興道路の整備に伴う経済波及効果について 

 

 一般財団法人岩手経済研究所（理事長：高橋真裕）は、復興道路の整備に伴う岩手県及び全国

への経済波及効果を試算しましたので、お知らせいたします。 

 まもなく東日本大震災から５年９ヶ月が経過しますが、沿岸被災地域をはじめ本県は未だ復興

の途上にあります。こうした中、岩手県が復興実施計画で「復興道路」と位置付けている三陸沿

岸道路、宮古盛岡横断道路及び東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻）については、国にお

いて整備を進め平成32年度までに全線の約９割について開通する見通しであることを公表して

います。 

復興道路の整備は、被災した沿岸地域の復旧・復興を加速させるとともに、都市間所要時間の

短縮による産業振興や観光客誘致などにより沿岸地域だけでなく本県の経済に大きく寄与する

ほか、さらには東北、首都圏等にもその効果は波及するものと考えられます。 

本件については、岩手県と連携して分析、試算したものであり、その結果は下記のとおりです。 

 

記 

１．対象路線 

三陸沿岸道路（宮城県仙台港北ＩＣ～青森県八戸ＪＣＴ） 

宮古盛岡横断道路（宮古～盛岡） 

東北横断自動車道釜石秋田線（釜石ＪＣＴ～花巻ＪＣＴ） 

※震災（平成23年）以降に完成する事業区間を対象 

２．岩手県への経済波及効果 540億円／年（県内総生産の増加） 

３．全国への経済波及効果 1,090億円／年（国内総生産の増加） 

４．試算方法 
空間応用一般均衡モデルを使用し、復興道路等の整備が企業の

生産活動や家計の消費活動などに与える効果を分析、試算 

なお、試算の前提条件等の内容は添付の「復興道路の整備に伴う経済波及効果（概要）」のと

おりであるほか、本件は当研究所の機関誌「岩手経済研究 平成29年２月号」に掲載予定である。 

以 上 
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１．経済波及効果試算の内容 

今回試算した内容は、三陸沿岸道路などの復興道路の整備に伴う岩手県および全国への経済

波及効果である。 

具体的には、統計データを基に経済モデル（空間応用一般均衡モデル）を使用して、復興道

路の整備に伴う都市間所要時間の短縮や輸送費の削減等に伴う生産や所得の増加など、経済面

の波及効果を捉えて数値化したものである。 

 

復興道路整備に伴う経済波及効果のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 復興道路整備に伴う都市間所要時間の短縮 

② 三陸と内陸部や首都圏など都市間の交易増加 

  例)三陸の海産物をより新鮮に首都圏等に出荷できることなど 

により収入が増加する 

三陸の観光地へアクセスしやすくなることから観光客が 

増え観光地での消費が増加する 

③ 三陸を中心とする地域の生産・消費の増加 

④ 三陸を中心とする雇用の増加、所得の向上 
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２．経済波及効果試算の前提条件等 

（１）対象とする道路網の設定 

三陸沿岸道路、宮古盛岡横断道路、東北横断自動車道釜石秋田線の３路線について、平成

23年３月の東日本大震災以降に完成する区間を対象とした。 

路線名 評価対象区間 

三陸沿岸道路 宮城県仙台港北ＩＣ～青森県八戸ＪＣＴ 

宮古盛岡横断道路 宮古～盛岡 

東北横断自動車道釜石秋田線 釜石ＪＣＴ～花巻ＪＣＴ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【復興道路等整備前】 

（赤書き区間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【復興道路等整備後】 

（赤書き＋青書き区間） 
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（２）所要時間の設定 

各路線の所要時間の設定は、以下のとおり。 

なお、道路の走行速度設定は、整備前の現況道路は平成 22年の道路交通センサスに基づき

旅行速度を設定したほか、整備後の将来道路の走行速度は法定速度を設定した。 

路線名 ケース 起点 終点 距離 所要時間 時短効果 

三陸沿岸道路 

整備前 

（国道 45号） 

45 号仙台港北 

ＩＣタッチ部 
八戸ＪＣＴ付近 400km  7 時間 35 分 

3時間10分 

整備後 仙台港北ＩＣ 八戸ＪＣＴ 367km  4 時間 25 分 

宮古盛岡横断道路 

整備前 

（国道 106号） 

106 号の県道宮

古岩泉線交差点

（千徳大橋袂） 

盛岡南ＩＣ 103km  1 時間 45 分 

30 分 

整備後 松山ＩＣ 盛岡南ＩＣ 77km  1 時間 15 分 

東北横断自動車道

釜石秋田線 

整備前 

（国道 283号） 

283号釜石中央

ＩＣタッチ部 

花巻ＪＣＴ（東

和ＩＣからは

横断道） 

81km  1 時間 30 分 

25 分 

整備後 釜石ＪＣＴ 花巻ＪＣＴ 79km  1 時間 5分 

 

（３）経済モデルについて 

今回活用した空間応用一般均衡モデルは、経済統計や道路網を入力データとして、上記に

示した復興道路の整備に伴う効果を地域別に捉えるモデルである。 

道路網は、全国を 207 の生活圏に分割し、前述のとおり復興道路の整備前と整備後の所要

時間を設定した。 

（４）モデル構築に用いた経済統計 

下表の経済統計を用い、モデルの係数を設定した。 

経済指標 統計データ 

県内総生産 平成 25年度県民経済計算 

地域間交易額 平成 17年地域間産業連関表 

生活圏従業者数 平成 21年経済センサス 
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３．経済波及効果の試算結果 

２．の前提条件等により試算した経済波及効果は、以下のとおりとなる。 

地域 総生産の増加額（年間） 備考 

岩手県 ５４０億円     県内総生産※の 1.1％ 

東北 ７６０億円     域内総生産※の 0.2％ 

全国 １,０９０億円     首都圏では 190 億円の効果 

※各々の総生産は平成 25年度実質ベース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  なお、本プレスリリースは作成時点で判明、想定されている情報から前提条件を設定してい

る関係で、実際の条件等と異なる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

W2_TEV(￥)
便益額（百万円）

      ～    30

   30 ～    50
   50 ～   100

  100 ～   200
  200 ～ 1,000

1,000 ～

域内総生産額の変化
（単位：百万円）

復興道路の総生産の増加の分布 

 本資料は情報提供のみを目的として作成されたものであり、取引等を勧誘するものではありません。本資

料は岩手経済研究所が信頼に足ると判断した情報に基づいて作成されていますが、岩手経済研究所はその正

確性・確実性を保証するものではありません。本資料のご利用に際しましては、ご自身のご判断でなされま

すようお願い致します。本資料は、著作物であり、著作権法に基づき作成されています。本資料の全文また

は一部を転載・複製する際は、著作権者の許諾が必要ですので、岩手経済研究所までご連絡下さい。著作権

法の定めに従い引用・転載・複製する際には、必ず、『出所：岩手経済研究所』と明記して下さい。 

 

 本件についてご不明な点がございましたら、恐れ入りますが、以下までご照会下さい。 

【照会先】 

 一般財団法人岩手経済研究所 

  盛岡市中ノ橋通一丁目２番16号 岩手銀行中ノ橋支店３階 

   地域経済調査部 副部長 沢田  茂 

研究員 澤田 恭範 

 ＴＥＬ：０１９－６２２－１２１２ ／ ＦＡＸ：０１９－６５４－８０５９ 


